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一

、

問
題
の

所
在

　
『

般

若
心
経

秘
鍵
』

の
一

般
的

解
説
は

次
の

よ

う
で

あ
る

。

本
書
は

弘
法
大

師
が

密
教
の

考
え
方
を

も
っ

て

『

般

若
心
経
』

を

解
釈
し

た

も
の

で
、

本
書
以
前
は

『

般
若
心

経
』

は

『

大

般
若

経
』

の

心
髄

、

精
要
を
略
出
要
約
し

た

も
の

と

解
釈
さ
れ

て

い

た
。

　
大
師
の

言
葉
を

借
り
て

表
現
す
れ
ば

、

「

大
般
若
菩
薩
の

大
心
真
言
三

摩
地
法
門
」

を

説
い

た

密

教
の

経
典
で

あ

り
、

そ

の

根

本
の

考
え

方
は

「

顕

密
は
人

に
在
り

、

声

字
は

即
ち

非
な
り

」

で

あ
っ

て
、

『

般
若
心
経
』

に

顕
密
の

違
い

が

あ
る

の

で

は

な

く
、

そ
の

経
典
を

解

釈
す
る

人
に

あ
る

の

で

あ

り
、

そ
れ

は

「

医
王
の

目
に

は

途
に

触
れ

て

み

な

薬
な

り
。

解
宝
の

人
は

礦

石
を
宝

と

見
る
」

と

い

う
密
教
の

立

場
で

あ
る

。

　
本

書
の

内
容
は

、

序
文
と

し
て

帰
敬
序

、

発
起
序

、

大
綱
序

、

大
意
序
を
説

き
、

経
の

題
目

、

翻
訳
の

同

異
を

説
い

て
い

る
。

　

本
文
で

は
、

心

経
の

本
文
を
五

段
に

分
け

、

第
一

に

人

法
総

通
分

、

観
自
在

菩
薩
よ

り
度
一

切
苦
厄

の

経
文
ま
で

を
、

因
，

　

45

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

行
・

証
・

入
・

時
の

五

つ

に

分
け
て

解
釈
し

、

第
二

に

分
別
諸
乗
分

、

色
不

異
空
よ

り

無
所
得

故
の

経
文
ま

で

を
、

建
11
普
賢
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菩
薩
の

内
証
（

華
厳
宗）

、

絶
11

文
殊
菩
薩
の

内
証
（

三

論
宗
）

、

相
11
弥
勒
菩
薩
の

内
証
（

法
相
宗
）

、

二

難

声
聞
・

縁
覚
の

内

証
（

小
乗
教
）

、

一

11
観
自
在
菩
薩
の

内
証
ハ

天
台
宗
）

の

法
門
で

あ
る

と
い

う
。

第
三

に

行
人
得
益
分

、

菩
提
薩
唾
よ

り
三

藐

三

菩
提
の

経
文
ま

で

を

人
と

法
に

分
け
て

、

入
に

声
聞
・

縁

覚
・

法
相
・

三

論
・

天

台
・

華
厳
に

真
言

行
人
を

加
え

、

法
に

因
・

行
・

証
・

入
の

四
つ

を
分

け
て
い

る
。

第
四

に

総
帰
持
明
分

、

故
知
般
若
よ

り
真
実
不
虚
の

経
文
ま
で

を
、

名
・

体
・

用

の

三

に

分
け

、

ま
た

四

種
の

呪
明
を

声
聞
・

縁
覚
・

大
乗
・

秘
密
蔵
の

真
言
で

あ
る

と

し
、

第
五
に

穂
蔵
真
言
分

、

昼

写
π

写

よ

り
鷺
硫

ま
で

の

梵
語

呪
を

五

つ

に

分
け

、

声
聞
・

縁

覚
・

大
乗
・

真
言
の

行
果
を

明
か
し

、

諸

乗
究
竟
菩
提
証

入
の

意
義
を

説
い

た

も
の

で

あ
る

。

　
そ
の

最

後
に

頌
を

示
し
て

、

そ
の

真
言
は

観
察

、

読
誦
す
れ
ば
無
明
を
の

ぞ
い

て

即
身
に

成
仏
で

き
る

と
い

っ

て
い

る
。

　
終
わ

り
に

、

二

つ

の

問

答
に
よ
っ

て
、

総
持
・

陀
羅
尼
は

密
教
の

人
の

た

め

に

説
き

、

顕

教
の

心
経
も
解
空
の

人
は

密
経
で

あ
る

と

見
る

と

説
い

て

い

る
。

そ
し
て
、

流

通
分
に

お

い

て

渇
頌
を

示
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　（
1＞

　
本
書
の

成
立

年
代
は

、

大
師
の

晩
年
と

い

わ

れ
、

弘
仁
九

年
（

入
一

八
）

頃
と

、

承
和

元

年
（

八

三

四
）

の

両

様
の

説
が

あ
る

と

説
か

れ

て

い

る
。

　
こ

の

論
文
で

は
、

大
師
が

基

本
的
に

ど

の

よ

う
に

『

般

若
心
経
』

を

見
て

お

ら

れ
た

か
を

考
え

て

み

た
い

。

つ

ま

り
大
師
が

密

教
の

考
え
方
を

も
っ

て

『

般

若
心

経
』

を
ど

の

よ

う
に

解
釈
さ

れ

た
か

、

一

般
的
に

は

「

密
教

眼
」

を

も
っ

て

解
釈
さ
れ
た

と

説

明
さ
れ

る

が
、

そ
の

「

密
教
眼
」

の

本
当
の

意
味
を

『

般

若
心

経
秘
鍵
』

を

読
み

解
く
こ

と

に

よ
っ

て

示
し

て

み

た
い

。
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二
、

入
文
判
釈

『

般

若
心
経
秘
鍵
』

は
、

先
に

示
し

た
ご

と

く
「

帰
敬
序
」

「

発
起

序
」

「

大
綱
序
」

「

大
意

序
」

「

経
の

題

目
を

釈
す
」

「

説
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「般若心経秘鍵』の 理解 （大沢）

処
・

翻
訳
の

不
同
」

「

心
経
の

顕
密
」

「

入
文
判

釈
」

「

二

つ

の

問
答
」

「

流

通
分
」

で

成
立
し
て

い

る

が
、

『

般

若
心

経
』

の

本

文

を

解
釈
し
て
い

る

の

は
、

「

入

文
判
釈
」

で

あ
り

、

こ

れ
が

『

般
若
心

経
秘
鍵
』

の

中
心
で

あ
る

。

こ

の

構
成
を

総
説
で

示
す
と

、

　
　

此
の

経
に

總
じ
て

五

分
有
り

。

第
一

に
人

法
總
通
分

、

觀
自
在
と

い

う
よ

り
、

度
一

切
苦
厄
に

至

る
ま
で

是
な

り
。

第
二

　
　

に

分
別
諸

乗
分

、

色
不
異
空
と

い

う
よ

り
無
所
得
故
に

至
る

ま
で

是
な

り
。

第
三

に

行
人

得
益

分
、

菩
提
薩
唾
と

い

う
よ

　
　

り
三

藐
三

菩
提
に

至
る

ま
で

是

な
り

。

第
四

に

總
歸

持
明

分
。

故
知
般

若
と

い

う
よ

り
真
實
不
虚
に

至
る

ま
で

是
な

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2）

　
　

第
五
に

秘
蔵
真
言
分

、

孤

写
れ

宵
と
い

う
よ

り
晉
煢
に

至
る
ま
で

是
な
り

。

で

あ
り

、

こ

れ

は
一

般
に

『

般

若
心
経
』

の

五

分
総
説
と

呼
ば
れ

る

も
の

で

あ
る

。

こ

れ

を

表
示

す
る

と
、

　
一
　

人
法
総
通

分

ー
観
自
在
菩
薩
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
照
見
五

蘊
皆
空
度
一

切

苦
厄

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
（
華
厳
宗）
1
舎
利

子
、

色
不
異
空

、

空
不
異
色

、

色

即
是
空、

空

即
是
色

、

受
想
行
識
亦
復
如
是

。

二

　
分
別
諸
乗
分

三

　
行
人
得
益
分

『

四

　
総
帰
持
明
分

五

　

秘
蔵
真
言
分

の

様
に

な

る
。

1
絶
（
三

論

宗）
1
杢
ロ

利
子、

是
諸
法
空
相、

不
生
不
滅
不
垢
不
浄
不
増

不
減、

　
相
（
法
相

宗
）

1
是
故
空
中
無
色、

無
受
想
行
識

、

無
眼
耳
鼻
舌
身
意

、

無
色

声
香
味
触
法、

無
眼

界
、

乃
至、

無
意
識
界、

1
二
（一
．

乗）

1
無
無
明
亦
無
無
明
尽

、

乃
至

、

無
老
死

亦
無
老
死

尽、

無
苦
集
滅
道

、

　

＝
天
台
宗）
1
無
智
亦

無
得、

以

無
所
得
故

。

　
　
　
　
　
　

菩
提

薩
堙

、

依
般
若
波
羅
蜜
多
故

、

心

無
里
礙、

無
墅
礙
故、

無
有
恐
怖

、

遠
離
一

切
顛
倒
夢
想

、

究
竟

　
　
　
　
　
　

涅
槃

、

三

世
諸
佛

、

依
般
若
波
羅
蜜
多
故、

得
阿
耨
多
羅
三

藐
三

菩
提

、

　
　
　
　
　
　

故
知

、

般
若
波
羅
蜜
多
是
大
神
呪

、

是

大
明
呪、

是
無
上
呪

、

是
無
等
等
呪

、

能
除
一

切
苦、

真
実
不
虚

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3）

　
　
　
　
　
　

故
説
般
若
波
羅
蜜

多
呪、

即
説
呪
日

、

掲
帝
掲
帝

、

般
羅
掲
帝

、

般
羅
僧
掲
帝

、

菩
提
莎
訶

。
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三
、

人

法
総
通
分
（

別
釈
）

　
こ

の

五

分
総
説
の

中
、

人

法
総

通
分
は

、

大
師
が

『

般

若
心

経
』

を

解
釈
し
た

序
論
で

あ
り
総

論
で

あ
る

。

ま
た

『

般

若
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
↓

経
』

の

基
本
で

あ
る

「

空
」

（

論
遷
卑
P

）

を

示
し
た

部
分
で

あ
る

。

大
師
は

次
の

よ

う
に

解
説
し
て
い

る
。

　
　
第
一

の

人

法
總
通

分
に

五

有
り

。

因
行
證

入
時
是

な
り

。

觀
自
在
と

言
っ

ぱ

能
行
の

人
、

即
ち
此
の

人
は

本

覺
の

菩
提
を

　
　
因
と

為
す

。

深
般

若
は

能
所

觀
の

法
、

即

ち
是
れ

行
な

り
。

照
空
は

則

ち
能
證
の

智
、

度

苦
は

則
ち

所
得
の

果
、

果
は

即

　
　
ち
入
な

り
。

彼
の

教
に

依
っ

て

人
の

智
無
量
な

り
。

智
の

差

別
に

依
っ

て

時
ま
た

多
し

。

三

生

三

劫
六

十
百

妄
執
の

差
別

　
　
是

を
時
と

名
つ

く
。

頌
に

曰

く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
5）

　
　
　
觀
人

智
慧
を

修
し

て

　
深
く
五

衆
の

空
を

照

す
歴
劫

修
念
の

者
は

　
煩
を
離
れ
て
一

心
に

通
ず

。

　
こ

れ
は

『

般

若
心

経
』

の

　
　
観
自

在
菩

薩
が

、

深
な
る

般

若
波

羅
蜜
多
を

行
ぜ

し
時

、

五

蘊
は

皆
、

空

な

り
と

照
見
し
て

、

一

切
の

苦
厄

を

度
し

た
ま

　
　
え

り
。

を

大

師
が

「

人

法

総
通

分
」

と

し

て
、

修

行
か

ら
さ

と

り
へ

の

四
つ

の

段
階
（

因
・

行
・

証
・

入
）

と
、

成
仏
へ

至
る

速
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
む
　
　
　
　

「

時
」

と

の

五

を

示

し
た

も
の

で

あ
る

。

「

観
自
在
菩

薩
が
」

を
。

の

「

観
自
在
」

と

縮
め

て

七

宗

（

華

厳
宗
・

三

論

宗
・

法
相

宗
・

声
聞
乗
・

縁
覚
乗
・

真
言
宗
）

の

修
行
を

す
る

人
（

能
行
の

人
）

の

こ

と

で

あ
り

、

こ

の

人
は

本
来
の

さ

と

り
の

智
慧
を

因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

　

　
　

と

し
て

修
行

す
る

と

説
き

、

「

深
な
る

般
若
波

羅
蜜
多
を
行
ぜ

し

時
」

を
Q

の

「

深
般

若
」

と

縮
め

て
、

能

観
（

考
察
者
）

の

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
む

で

所
観
（

考
察
さ

れ
る

対
象
）

の

こ

と
わ

り
を

観
ず
る
こ

と

で
こ

れ
は

行
で

あ
る

と

説
き
、

「

五

蘊
は

皆
、

空

な
り
と

照

見
し

て
」

を
o

の

「

空

照
」

と

縮

め
て

、

こ

れ

は

よ

く

證
す
る

智
慧
で
、

そ
れ
は

五

蘊
（

色
・

受
・

想
・

行
・

識
）

の

集
ま
り
で

あ
る

存
在
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は
、

皆
空
で

あ
る

と

さ
と

る
の

で

證
で

あ
る

と

説
き

、

＝

切
の

苦
厄
を

度
し
た

ま
え

り
」

を
o
の

「

度

苦
」

と

縮
め
て

、

災
難

　
　

　

　
　
　
わ

た

を

救
い

彼
岸
に

度
す
こ

と
で

、

所
得
の

果
つ

ま

り
入

涅
槃
で

あ
る

と

説
く

。

最

後
に

「

時
」

で

あ
る

成

仏
へ

至
る

速
度
で

あ
る

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

が
、

こ

れ

は

「

深
な

る

般
若
波
羅
蜜

多
を

行
ぜ

し

時
」

の
o

の

「

時
」

に

あ
た

り
、

修
行
に

必
要
と

す
る

「

時

間
」

に
い

ろ
い

ろ

あ
る

こ

と

を

説
い

て

い

る
。

つ

ま
り

『

般

若
心

経
』

に

説
か
れ

て

い

る

人
の

智

慧
が

無
限
で

あ

り
、

異
な
り
が

あ
っ

て
、

さ
と

り
へ

の

時
間
が

異
な

る
の

を

「

時
」

と

名
付
け
る

の

で

あ
る
と

説
か
れ

て
い

る
。

　
こ

の

「

人
法

総
通
分
」

に
、

　
　

　
テ

　
ノ

ニ

　
ノ

　

　

ナ

ーー
（
6）

　
　
「

依
二

彼
教一

人

智
無
量

。

」

と

あ
る

。

こ

れ

を
書

き
下
し

文
に

す
る

と
、

　
　
「

彼
の

敬
に

よ
っ

て

人
の

智

無
量
な
り

。

」

と

な
る

。

「

彼
の

教
」

こ

れ

は

『

般

若
心
経
』

で

あ
り
、

「

人
の

智
無
量
」

と
は

、

人
の

智
慧
が

無
限
で

あ
る

と
い

う
意
味
で

あ

る
。

つ

ま
り

大
師
は

『

般
若
心

経
』

は
人
の

智
慧
が

無
限
で

あ
る

こ

と

を

説
い

た

経
典
と

考
え
て
い

た

こ

と

に

な
る

の

で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

『般若心経秘鍵亅の理解 （大沢）

四
、

「

般
若
心
経
』

を

示
す
文

『

般

若
心
経
秘
鍵
』

の

文
章
で

、

『

般
若
心

経
』

を

指
す
文
を
掲
げ
る

と
、

　
　
　
OOQQOOOOOO

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
7）

　
一

、

大
般

若
波
羅
蜜
多
心

経
と
い

っ

ぱ
、

す
な
わ

ち
こ

れ

大
般

若
菩
薩
の

大
心
真
言
三

摩
地

法
門
な
り

。

二
・

鰰
諦

蜘
諍
脚

都
漁
顯

卿

卸

擲
と

い

っ

ぱ
・

こ

の

題

額
に
つ

い

て

二

つ

の

別
あ
り

。

梵
漢

別
な
る
が

故
に

、

今
い

わ

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　

む
　
　

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　
む

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　

く
佛
説
摩

訶

磐
波

鬢
急
経

怨
撮
蝴

鑼
雛
鍵
轟
撫
鑢

の

三

字

讃
名
な

死
餘
の

九

字
は

胡
．

万

畑

　
　

な

り
。

も

し

具
な
る

梵
名
な
ら

ば

蔓

ギ
｛

煮

質

“
q
§
對

国
イ
玄
ぞ

劃・
ξ

と
い

う
べ

し
。
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OOO

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
9）

　
　

三
、

こ

の

経
に

數
の

翻
譯
あ

り
。

第
一

に

羅
什
三

蔵
の

譯
、

今
の

所
説
の

本
こ

れ
な

り
。

　
　

四

∴
鬆
の

真
言
は

す
な
わ

ち

木
心

呪
な

喃．
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

励

　
　

　

　
QOO

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
11
）

　
　

五
、

こ

の

経
に

總
じ

て

五

分
あ
り

。

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
　

　
　

六
、

わ

れ

秘
密

真
言
の

義
に
よ
っ

て
、

略
し
て

心
経
五

分
の

文
を

讃
す

。

一

字
一

文
法
界
に

遍
じ
、

無
終
無
始
に

し
て

わ

　
　

　

　

　
　

　
（
12）

　
　

　

が

心

分
な
り
。

の

六

ヶ

所
に

見
ら
れ

る

が
、

五

の

「

五

分

総
説
」

を

除
く

と

『

般
若

心

経
』

の

内

容
を

密
教
の

考
え

方
、

密
教

眼
で

直

接
解
説

し

て

い

な
い

の

で

あ
る

。

ま
た
五

の

「

五

分
総
説
」

も
総

説
と

し
て

示
し
て

い

て
、

「

密
教

眼
」

そ
の

も
の

で

は

な
い

。

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
そ
こ

で

先
の

「

彼
の

教
に

よ
っ

て

人
の

智
無
量
な

り
。

」

の

「

か
の
」

に
つ

い

て

検
討
を

加
え
る
と

、

大
師
に

は

同
じ

よ

う
な

例
が

「

大

意
序
」

の

所
に

あ
る

の

で

示
す
と

、

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

余
童

を

教
う
る

の

つ

い

で

に

聊
か

綱
要
を
撮
っ

て

彼
の

五

分
を

釋
す

。

釋
家
多
し

と

い

え

ど

も
い

ま

だ

此
の

幽

を

釣
ら

　
　
〔
13〕

　
　

ず
。

で

あ
る

。

こ

の

現
代
語
訳
を

『

空

海
般
若
心

経
秘
鍵
』

よ

り
示
す
と

、

　

私
は

、

『

般

若
心

経
』

を

弟
子

達
に

教
え
る

方
法
と

し

て
、

い

さ

さ

か

全
体
の

要
約
を
五

つ

に

分
け

て

解

釈
い

た
し

ま

す
。

　
こ

の

経
典
に
つ

い

て

の

注

釈
家
は

多
く
居

ら
れ

ま

す
が

、

こ

の

深
い

大

切
な
と

こ

ろ

を

読
み

取
っ

た

解
釈
は

、

ま
だ

あ
り

　
　

　
〔
14）

　

ま
せ

ん
。

で

あ
る

。

従
っ

て

「

彼
の
」

は

『

般

若
心

経
』

を

指

す
の

で

あ

る
。

こ

の

例
を

参
考
と

し
て

、

再
び
、

別
釈
で

あ
る

第
一

の

人

法
総

通
分
の

「

彼
の

教
に
よ

る

人
の

智
無
量

な
り

」

を

頼
瑜
僧
正
（
一

二

二

六
1

＝
二

〇

四）

は

ど

の

よ

う
に

考
え
ら
れ

て

い

た

か

を

示
し

て

み

る

と
、

　
　

　

　

　
　

ト

　

　

ハ

　

　

　

　

ノ

ノ

ノ

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

　
　

依
彼
教
人

等
者
此
下
釋
レ

時

故
當
二

経

中
時
字
・

凡
意
云
依
二

用
建
絶
相
等
諸

教一

行
人

智
恵

有
二

上

中
下

等
不
同
一

故

修
行
得
果

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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ニ

　

　

　

ハ

ノ

　

　

　

ト

（
蛉）

　

　

時
分
有
二

長
短
差
別一

也
為

言

何
故

次
第
違
レ

経
乎
謂
時
依
法
而
立

故

先
擧
レ

法
歟
倶
舎
云

時
無
別

躰
依
法
而
立
文

と

説
か

れ

て
、

諸
教
の

行
人
の

智
恵
が

不
同
で

あ
っ

て
、

修
行
の

得
果
の

時

分
に

長
短
差
別
が

あ
る
こ

と

を
示
し
て
い

る
。

　
ま
た

『

般
若
心

経
秘
鍵
の

声
読
み

と

解
説
』

で

示
す
と

、

　

　

カ

　

　

キ
ヨ

ウ

　
ヨ

　

　

ヒ

ト

　
　

チ

　
ム

リ
ヨ

ウ

　

　
「

彼
ノ

教
二

依
ル

人
ノ

智
無
量

ナ
リ

」

。

般
若
心

経
に

華
厳
の

教
え

や
ら
、

文
殊
さ
ん

の

教
え
で

「

不
生

不
滅
」

、

あ
る
い

は
、

　

　
「

限

界
も

無
く

乃
至
意

識

界
も

無
く

」

の
、

あ
の

弥
勒
さ

ん

の
、

法
相
宗
の

教
え

、

そ
れ

か
ら

天

台
宗
の

教
え

、

「

智
も

無

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
カ

　
　
　
キ

ヨ

ウ

　

　

く
亦
得
も
無
し

」

、

そ

う
い

う

色
々

な

般

若
心

経
に

説
い

て

あ
る

「

彼
の

教
」

、

彼
の

教
え

、

色
々

の

教
え
に

よ
っ

て
、

そ

　

　

の

教
え
に

頼
る

人
、

依
存
す
る

人
は
、

そ
の

行
者
の

「

智
恵
は

、

無
量
な

り
。

」

人
は

み

ん

な
同
じ
よ

う
な

顔
を

し
て
い

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　（
16）

　

　

け
れ
ど
も

、

能
力
と

い

い
、

希

望
と
い

い
、

考
え
と
い

い
、

皆
違
う
の

だ
か

ら
、

そ
れ
で

「

智

無
量
な

り
」

と
、

と

説
か

れ
て
い

る

こ

と

か

ら
し
て

、

「

彼
の

教
」

は

『

般
若
心

経
』

と

考
え
て

よ

い

と

思
う

。

従
っ

て
、

「

彼
の

教
に

よ
っ

て

人

の

智
無
量

な
り

。

」

は
、

『

般

若
心

経
』

に

説
か

れ
て

い

る
の

は

人
の

智
が

無
量
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

、

こ

れ

が

大

師
の

主

張

で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

「般若心経秘鍵』の 理解 （大沢）

五
、

結

論

で

は

ど

う
し
て

こ

の

こ

と
が

、

「

密
教
の

考
え
方
」

「

密
教
眼
」

な
の

か
で

あ
る

。

そ
れ

は
、

「

秘

密
曼
荼
羅
十

住
心
論
』

巻

第
十
の

「

大
意
」

に
、

　

ま

た
云

く
、

復
次
に

三

藐
三

菩
提
の

句
を

志
求
す
る

に

は
、

心
の

無
量
を

知
る

を

も
っ

て

の

故
に

身
の

無
量
を

知
る

。

身

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
む
　
む

　

の

無
量
を
知
る

故
に

智
の

無
量
を

知
る

。

智
の

無
量
を

知
る

が

故
に

す
な

わ

ち
衆
生
の

無
量
を

知
る

。

衆
生
の

無
量
を

知

　
51

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　

る

が

故
に

す
な

ち
虚
空
の

無
量
を

知
る

。

こ

れ

す
な

わ

ち
横
の

義
な
り

。

衆
生
の

自
心

そ
の

數
ず
無
量
な

り
。

衆
生

狂
醉
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し
て

覺
せ

ず
知
せ

ず
。

大
聖

彼
の

機
根
に

隨
っ

て

そ
の

數
を
開

示
し
た

も

う
。

唯

薀
拔
業
の

二

乗
は

た
だ
し

六

識
を

知
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

52

　
　

他
縁
覺
心
の

両
教
は

た
だ

し
八

心

を
示

す
。

一

道
極
無
は
た

だ

し
九

識
を

知
る

。

釋

大
衍
に

は

十

識
を

説
く

。

大
日

経
王

　
−

　
　

に

は

無
量
の

心

識
無
量
の

身
等
を

説
く

。

か

く
の

ご

と

く
の

身
心
の

究
竟
を

知
る

は
、

す
な
わ

ち
こ

れ
秘

密
荘

厳
の

住
處

　
　

　
　
　

　
　（
17）

　
　

を
證
す
る
な

り
。

つ

ま

り
、

三

藐
三

菩
提
・

正
し

い

さ

と

り
を

求
め

る

も
の

は
、

心
の

無
量

、

身
の

無
量

、

智
の

無

量
、

衆
生
の

無
量
、

虚

空
の

無
量

を
知
る
こ

と

で

あ
り

、

『

大
日

経
』

で

は

無
量
の

心
識
・

身
を

説
き

、

こ

れ
は

秘
密
荘
厳
の

住
処
を
証
す
る
こ

と

で

あ
り

、

大
日

如
来
の

真
実
の

住
心
に

通
じ
て
い

る

の

で

あ
る

。

　
ま

た

『

梵
字

悉
曇
字
母
井

釋
義
』

に
、

　
　
い

か

な
る

を
か
五

智
と

い

う
。

い

わ

く
一

は

大
円
鏡

智
、

二

は

平
等
性
智

、

三

は

妙
觀
察
智、

四

は

成

所
作

智
、

五

は

法

　
　

界
體
性
智
な

り
。

こ

の

五

智
よ

り
三

十
七

智
一

百
二

十
八

智
な
い

し

十

佛
刹
微
塵

數
の

不
可

説

不
可

説
の
一

切
智

智
を

流

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
OOOO

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
18）

　
　

出
す

。

か

く
の

ご

と

く
無
量
の

智
は

悉
く
一

字
の

中
に

含
め

り
一

切
の

衆
生
は

皆
こ

と
ご

と

く
無
量
の

佛
智
を
具
足
せ

り
。

と

説
か

れ
て
い

て
、

「

無
量
の

智
」

は
一

字
で

あ
る

悉
曇
の

阿

字
（

大
日

如
来
）

に

含
ま
れ

て

い

て
、

一

切
の

衆
生
は

、

こ

の

無

量
智
を

持
っ

て
い

る

と

し

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。

　
こ

の

こ

と
は

、

『

般

若
心

経
秘
鍵
』

の

「

流
通

分
」

で

あ
り

、

四

の

『

般
若
心

経
』

を
示

す
文
の

第
六

に

示
し
た

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　
　

わ

れ

秘
密
真
言
の

義
に
よ
っ

て
、

略
し
て

心
経
五

分
の

文
を

讃
す

。

一

字
一

文
法
界
に

遍
じ
、

無
終
無
始
に

し

て

わ

が

心

　
　
000

（
19）

　
　

分
な

り
。

に

通
ず
る

の

で

あ
る

。

　
以

上

『

秘

密
曼
荼
羅
十
住
心

論
』

巻
第
十
、

並
び
に

『

梵
字
悉
曇
字
母

并
釋

義
』

の

説
か

れ
る

こ

と

か
ら

、

「

人
法
総
通
分
」

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
む

　

む

　
　

の

「

か
の

教
に

よ

る

人
の

智

無
量
な

り
」

と
一

致
す
る

こ

と

に

よ

り
、

こ

の

文
が

大
師
が

『

般
若
心

経
』

を

「

密
教
の

考
え
方
」

、
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『般若心経秘鍵」の 理解 （大沢）

「

密
教
眼
」

で

見
た

結
論
で

あ
る

。

註
（
1）

カ

セ
ッ

ト
ブ
ッ

ク

小

田
慈
舟
大
僧
正

伝
授
「

十
巻
章
」

素

読
解
説
頁
一

七
五

　
一

七

六

（
2

）

定
本
弘
法
大
師
全
集
第
三

巻
頁
七

（
3

）

勝
又

俊
教
博
士

著
者
『

秘
蔵
宝

鑰
般
若

心
経
秘
鍵
』

佛
典
講
座
32

、

大
蔵
出
版、

頁
四
四
五

参
照

（
4

）

平
川
彰
博
士
「

般

若
心
経
の

新
解
釈
』

世
界
聖

典
刊
行

協
会

、

頁
六
九

「

こ

の

部
分
は

、

弘
法
大
師
が

「

人

法
総
通

分
」

と

名

　
　
づ

け
ら
れ
た

よ

う
に
、

般

若
心
経
の

核
心
を

簡
略
に

示
し
た

部
分
で

あ
る

。

こ

こ

で
い

う
「

人
」

と
は

般

若
波
羅
蜜
の

実

践
者
と

　
　
し
て

の

観
自
在
菩
薩
で

あ

り
、

「

法
」

と

は

実
践
さ

れ

る

般
若
波
羅
蜜

（

玄
奘
は

「

波
羅
蜜

多
」

と

訳
し

た

が
、

便
宜

上
こ

こ

に

　
　
は
、

同
じ

意

味
の

「

波
羅
蜜
」

を
用
い

る
）

の

こ

と

で

あ
る

。

そ
し

て

般
若
波
羅
蜜
の

実
践
と
は

、

五

蘊
皆
空
を

照
見
し
て

、

一

　
　
切
の

苦
厄
を

度
す
る

こ

と
で

あ
る

。

以
上

、

言
葉
は
簡

略
で

あ
る

が
、

中
に

は

深
い

意
味
を

含
ん

で

い

る

の

で
、

理

解
は

容
易
で

　
　
な
い

。

」

と
説
か
れ

て

い

る
。

（
5

）

定
本
弘
法
大
師
全
集
第
三

巻
頁
七

（
6

）

定
本
弘

法
大
師
全
集
第
三

巻
頁
七

（
7

）

定
本

弘
法
大
師
全

集
第
三

巻
頁
四

（

8
）

定
本

弘
法
大
師
全

集
第
三

巻
頁
五

（

9
）

定
本

弘
法
大
師
全

集
第
三

巻
頁
六

（

10
）

定
本

弘
法
大
師
全

集
第
三

巻
頁
六

（

11
）

定
本

弘
法
大
師
全

集
第
三

巻
頁
七

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
53

（

12
）

定
本

弘
法
大
師
全

集
第
三

巻
頁
一

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
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（
13
）

定
本
弘
法
大

師
全

集
第
三

巻
頁
四

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
54

（

14
）

金
岡

秀
友
訳
・

解
説

『

空

海
般
若
心

経
秘
鍵
』

太
陽
出
版

、

頁
八

〇
、

頁
一

〇
六

に
は

「

彼
の

教
」

に
つ

い

て
、

「

こ

の

「

深
般

　

−

　

　
若
」

を
修
行

す
る

人

の

智
慧
に

は
、

さ
ま

ざ
ま
な
歴

史
的
・

個
人
的

条
件
の

ち
が
い

が
あ
っ

て
、

そ
の

限

り
な
い

種
類
を

数
え
あ

　

　
げ
る

こ

と

は

で

き
ま
せ
ん
」

と

あ
る

。

（
15
）

頼
瑜
『

秘
鍵

開
蔵
鈔
』

二
、

頁
四

丁
左

（

16
）

堀
内
寛
仁
口

述
「

般
若
心

経
秘
鍵
の

声
読
み

と

解
説
』

頁
一

八
二

（

／7
）

定
本
弘
法
大

師
全
集
第
二

巻
頁
三

〇

七

ー
三

〇

八

（
／8
）

定
本
弘

法
大

師
全

集
第
五

巻
頁
一

〇

四

−
一

〇

五

（

19
）

定
本
弘
法
大

師
全

集
第
三

巻
頁
一

二

【
キ
ー
ワ

ー

ド
】

般
若
心

経
秘

鍵、

弘
法
大
師

、

密
教
眼

、

人
法
総
通
分

、

人

智
無
量
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